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▶本副教材制作の背景を教えてください。

■高校の家庭科教諭からの要望を受けて企画

　2018年に成年年齢の引下げが決まると、高校の先生

方から「18歳成人スタートに向けて消費者教育の強化

が必要だ」という声が多数寄せられました。高校の家庭

科には当時の学習指導要領から既に消費・経済に関する

領域があり、契約の仕組みや悪質商法への注意、金融商

品の種類といった授業が行われていました。ただ、家庭

科の先生は教員養成課程で食物などを専攻していること

が多く、消費・経済をどう教えたら良いか迷う場合もあ

ると聞いていました。検討の結果、「消費者教育につい

て、ドリル形式で手軽に取り組めるもの」というテーマ

で制作を開始しました。企画から１か月で完成を目指す

過密なスケジュールでしたが、団結して形にすることが

できました。

消費者教育を楽しく学ぶ副教材『おとなドリル』について

　2022年４月、民法の一部を改正する法律の施行により、成年年齢が20歳から18歳に引き下げられ

ました。これに伴い、18歳からは保護者の同意なしにクレジットカードをつくる、ローンを組むこ

とができるなど様々な契約ができるようになりました。同時に悪質商法の被害に遭う若者の増加が

懸念されています。教科書・副教材を発行する教育図書株式会社は、成年年齢の引下げが公布され

た直後の2019年3月、高校生を対象に消費者教育が楽しく学べる副教材『おとなドリル』（以下、

本副教材といいます。）を制作しました。本副教材の企画にあたった教育図書株式会社 河井様にお

話を伺いました。

生活の管理と契約に関する領域

教育図書株式会社 河井祐樹

『おとなドリル』は好評を博し、2023年
5月には『新おとなドリル』として、より
内容が充実した改訂版が発売された。
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▶企画にあたり、工夫した点を教えてください。

■漫画、性格診断など飽きさせない工夫

　『おとなドリル』というタイトルは、生徒に「18歳で成人を迎える」意識を持ってほしいという

願いから設定しました。本副教材の中心的な内容は消費者教育ですが、それに終始しないように、

最初の章では自分にとって「おとな」とはどういうことか、という成人に対する価値観を改めて見

つめてもらえるような構成となっています。

　また、消費の領域は契約の仕組みや家計管理など、どうしても文章や数字が多くなってしまうた

め、生徒を飽きさせないような工夫をしました。具体的には、①各章の冒頭に漫画を取り入れるこ

と、②性格診断テストによる詐欺に関する学習コーナーを設けています。工夫点①の漫画は、将来

の生活やお金についてそれほど考えていない、騙されやすそうな高校生の主人公が、指南役のキャ

ラクターからツッコミを入れられながら学んでいくというストーリーです。生徒は漫画を読み進め

る感覚で、楽しみながらも消費者教育に関する学習を着実に進めることができます。

3

一貫して同じキャラクターが各章冒頭に登場し、生徒の疑問に寄り添う。
出典：『新おとなドリル』1・10ページ
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　生徒たちが問題を解くのに疲れてくる頃には、小休止として性格診断テスト（工夫点②）も用意

しました。これは、消費者教育の基礎知識があまりない生徒でも、直感的に答えることで学習につ

なげられるよう企図したものです。自身の性格に関する問いを「ＹＥＳ」か「ＮＯ」の２つの選択肢

から答えていくと、自分が被害に遭いやすい悪質商法等の消費者トラブルがわかるというものです。

「意識が高いモテモテ動物〈クジャクタイプ〉のあなたは、エステなどの無料商法にご用心」など性格診断
テストの結果を踏まえ、生徒は被害に遭いやすい詐欺を学ぶことができる。
� 出典：『新おとなドリル』20・21ページ

　教科書は文部科学省の検定があるのであまり挑戦的なことはできませんが、副教材に制約はあり

ませんので、遊び感覚での学びも盛り込みました。つくる側としても楽しいひとときでした。

■『新おとなドリル』における改良

　本副教材は2019年の発売以来好評を博し、23年５月からは改訂版の『新おとなドリル』に引

き継がれました。学校用の教材ですが、反響が大きかったことから一般向けにも販売しており、企

業の新人研修で使われたこともあります。改訂版では、2022年の法改正に伴い開始された、電子

メールでのクーリング・オフに関する解説や、電子マネーやコード決済など高校生にも身近な

キャッシュレス決済を扱うページを追加しました。また、振り返りドリルやマルチ商法に誘われた
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時の対応を学べるコンテンツなどがあります。それらは、生徒が所持するタブレット端末でも使用

できるよう、デジタルコンテンツとしても整備しました。（同コンテンツは無料で利用が可能で

す。リンクは末尾の「もっと知りたい方はこちら！」をご覧ください。）

デジタルコンテンツ「悪質商法の手口を見破ろう！」は、SNSの画面を模したチャット形式のワーク。生
徒は会話の選択肢を自ら選びながら、しつこく勧誘してくる先輩をどう振り切るか、ゲーム感覚で体験で
きる。

▶本副教材を用いた授業での活用事例について教えてください。

■家庭科・消費者教育の授業実践レポート

　本副教材は、家庭科における消費生活の授業で、教科書の補助としてご使用いただいています。

また、生徒が宿題として本副教材に取り組んだ後、先生がフィードバックをすることもあります。

ここで、本副教材を使用された栃木県烏山高等学校教諭 國嶋氏の授業レポートをお届けします。
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『おとなドリル』を用いた家庭科・消費者教育授業

栃木県立烏山高等学校教諭　國嶋昭子

【はじめに】

 本校では、家庭基礎２単位を１年次に学習しています。11月と12月に消費生活の分野で、

『おとなドリル』を主題材として扱い、活用した授業を行いました。授業は、合計４時間で構

成しました。内容は以下のとおりです。

1時間目：授業の導入

2時間目：消費者市民社会を目指した啓発グッズを作る

3時間目：キャッシュレス社会における消費者教育

4時間目：家計の基礎知識を身に付ける

【授業レポート】

1時間目：授業の導入

 本副教材の終盤に掲載されている性格診断テストを使用しました。同テストの実施に特段消

費者教育に関する知識は必要ないため、私は授業の導入として実施しました。性格別に遭遇し

やすい消費者トラブルが診断される遊び心があり、生徒は面白がって取り組んでいました。結

果をグループで共有することで、楽しみながら悪質商法等の危険性を教えることができました。

2時間目：消費者市民社会を目指した啓発グッズを作る

 ２時間目は、1時間目で学習した内容をもとに、どうしたらより良い消費者市民社会が築け

るのか、自立した消費者になるために何が必要か、という課題に取り組む実践授業を行いまし

た。具体的にはグループワークで悪質商法に対する啓発グッズを提案しました。

 ポイントとして①高校生が対象であること、②注意をひくキャッチフレーズを考えること、

③魅力的なデザインをみんなで工夫するなどとしました。
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生徒の作品の一部。（右）エシカルをテーマにしたうちわ。（左）消費者ホットライン「188」をプリ
ントしたクリームなどがある。

　各班で考案した啓発グッズを発表し、お互いに評価し合います。最後に、評価表と感想など

をワークノートに記入し提出してもらいました。

3時間目：キャッシュレス社会における消費者教育

4時間目：家計の基礎知識を身につける

　3時間目・4時間目も本副教材を用いて授業を進めました。イラストが豊富なので、金融や

経済といった概念的な項目であっても生徒たちはイメージをつかむことができたと思います。

【おわりに】

　消費者教育は一方通行の知識の伝達になりがちで、生徒の興味をかきたてるのが難しいので

すが、本副教材はイラストや漫画が効果的で面白く授業を展開できました。今後、高校を卒業

した生徒たちは、大人として扱われることになります。そうした観点からも、実生活に必要な

知識を学ばせることができたと実感しています。

（教育図書ホームページ「『おとなドリル』家庭科・消費者教育の授業実践レポート」に掲載の

内容をもとに再構成しました。）
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▶今後の展望を教えてください。

■おかね、マナー、食べ物などシリーズ続々

　『おとなドリル』を発売した時、一般の方のSNSや高校の先生方から、様々なテーマについてド

リル化の要望をいただきました。それをもとに、金融経済教育に特化した『おかねドリル』、社会

人としてのマナーが学べる『マナードリル』、食生活にフォーカスした『食べ物ドリル』を発行し

ました。また、2024年１月に高校卒業後の住まい選びや消費などのポイントをまとめた『ひとり

暮らしドリル』を発行しました。いずれもテーマは異なるものの、大人として生きていくためのポ

イントをまとめています。

▶消費者教育を担う先生方や、一般消費者の皆さんへメッセージをお願いいたします。

　家庭科は調理や裁縫が中心というイメージがあるかもしれませんが、今生徒はどんなことを学ん

でいるのか、教えられているのかをご覧いただくと、新たな発見があって今後の人生に生かせると

ころも多いと思います。今後も弊社では、生徒の皆さんが消費者教育に楽しく取り組める教材づく

りを進めて参ります。ご意見・ご要望がありましたら、お気軽にご連絡をいただけると嬉しいです。

▶ありがとうございました。

『新おとなドリル』ホームページ：https://www.kyoiku-tosho.co.jp/textbook_detail/7086/

『おとなドリル』デジタルコンテンツ（おとなドリルシリーズのデジタルコンテンツを無料で

ご利用いただけます）：https://otonadrill.com/

もっと知りたい方はこちら！

https://www.kyoiku-tosho.co.jp/textbook_detail/7086/
https://otonadrill.com/

